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ロータリーは自己教育の場として例会を重んじるので、例会出席は非常に大切なものとされていま

す。定款で定めている出席義務規定では、メークアップを含めた通年の出席率が 50 パーセント以

上、そして、半期ごとのホームクラブの出席率が 30 パーセント以上でなければ、会員身分が終結

すると定められています。 

 

ホームクラブの例会を欠席したときに必要なのが「メークアップ」です。当クラブでは、欠席した

例会の動画を視聴し会報を読めば、その欠席が帳消しになります。もちろん、他クラブの例会に出

席することもできますが、その場合でも、ホームクラブの例会動画と会報をフォローすることは自

己研鑽のために非常に大切なので、欠かさず行うようにしてください。 

 

他クラブでメークアップを行うことは、欠席補填以上の意味があります。それは、ロータリアンの

知り合いを増やすことと、ロータリーの多様性を学ぶことです。 

 

他地区や外国のクラブの例会に出席するとわかりますが、ロータリークラブの価値観や運営方法に

はまさに多様性があります。ホームクラブと近隣クラブの中だけでは決してわからない、クラブや

地区の多様性を知ることができます。また、誰でも皆ロータリーの仲間ですから、本当にたくさん

の方々と知り合い、お付き合いができます。その個人的なお付き合いがクラブ同士の関係に発展す

ることもありますし、将来の奉仕プロジェクトに結びつくこともあります。また、これが楽しいの

ですが、知り合ったロータリアンとロータリーについて語り合ったりビジネスに関する意見交換を

することもでき、これは自己研鑽にもなるし、非常に楽しい経験です。 

 

井の中の蛙になってしまえば、その行き着く先はガラパゴス携帯のように大きな流れから取り残さ

れたお山の大将です。メークアップによってホームクラブの中だけでは見えない景色が見えてき

て、それまでの常識が非常識にもなります。クラブ外に目を向けることはとても重要です。 

 

ロータリアンであれば世界中どのクラブを訪問しても歓迎され、しかも素晴らしい機会を提供して

くれるメークアップの制度はロータリアンの特権とも言えます。単なる欠席補填のためだけでな

く、井の中の蛙にならないためにも自分を高めるためにも、チャンスがあれば卓タブでのメークア

ップをしてみてください。 

 


